
令和２年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

内容 

 



 



 
 

 

 

 

  



 

  



  







  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール（標準） 

午後 １３：００開始の場合 
①１１：００以降 主催校に到着 
②１１：３０~１２：３０ ワークショップ準備（プロジェクター等） 
③１２：３０以降 児童・生徒さんの入場 
④１３：００~１４：３０ ワークショップ【主催校様のご希望により、時間短縮の可能性有】 
⑤１４：３０~１４：４５ ワークショップ片付け 
⑥１４：４５~１５：１５ 本公演打合せ（ご担当の先生と弊社スタッフ） 
 

派遣者数 

出演者：４名 
スタッフ：１名 

学校における事前指導 

ワークショップ日以前に教材（児童・生徒さん人数分）をお送りしますので、配布をお願いしま

す。 
特段、それによる事前指導は不要です。 



令和２年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  



 

  



 

 

  



 

  



 

 

 

  



 

  



 

 

 

タイムスケジュール（標準） 

①８：３０以降 スタッフ学校到着 
②９：００~１１：３０ 搬入・舞台・楽屋設営 
③１１：３０~１２：００ 出演者到着・到着後場アタリ 
④１３：００以降 児童・生徒さん入場 
⑤１３：２５ 学校さんの挨拶（ご要望に応じて） 
⑥１３：３０~１５：１０ 本公演【前半約４０分 休憩１０分 後半約５０分】 
⑦１５：３０~１７：００ 舞台・楽屋片付・搬出 （１６：００頃 出演者学校発） 

※体育館の条件（階数や搬出入の距離）により②を早め、また⑦に幾分多めの時間を要する

可能性があります。 
 

実施校への協力依頼人員 

舞台・楽屋準備において、特段お手伝いは不要です。 

 

演目解説 

プログラム内の、あらすじなどをご参照ください。 

 

 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

○ワークショップで覚えた能の謡が、実際の演能「黒塚」で演じられる。 

○ワークショップで体験した能の動き（所作・謡い）を、解説また演能で立体的に体感。 

○ワークショップで体験した狂言の発声を、本狂言により、笑いを通して体感。 

○バーチャル能楽堂：能楽堂を目線カメラで撮影したオリジナル動画をワークショップで体感。本公

演当日は、それを模した本格的な能舞台で能楽を、目の前で観劇する。 

ワークショップで体験した「構え」「運び（スリ足）」を能楽師が基本動作として演じていることを発見。 

ワークショップで狂言師と一緒に体験した狂言のしぐさやセリフが能舞台で演じられ、その迫力を実感。 

派遣者数 

出演者：１９名 
スタッフ：７名 



 



 



 



 



児童生徒とのふれあい 

演能「黒塚」後、アフタートークをもうけます。児童・生徒さんが純粋に感じた疑問や、自由な感

想を能楽師と交換していただきます。 
 

 


